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ワークショップ型校内研修とは

グランドデザインとは

活用する手法

期待される成果

目指す学校像や育みたい生徒像をはじめとする、学校の教育活動全体の構想図
です。グランドデザインがあることにより、教職員の目線合わせができ、学校の発
信力を強化することもできます。

参加者全員が共通の課題（今回は｢グランドデザインの作成｣）に取り組み、双方
向的なやり取りの中で成果を生み出す研修です。

①教職員のコミュニケーション
の場ができます。

②グランドデザインという形で
学校の現状が可視化されます。

→カリキュラム・マネジメント
推進されます。

思考ツールなど様々な研修の手法
を活用し、思考を拡散・収束しや
すくします。

研修の計画（例）

参加者の感想（例）

生徒の強みや良い部分が見えた。弱い部
分をどのように指導していくのかを考えてい
きたい。先生方が本校、生徒に対して本気
で指導していることが分かった。

今回のような研修を重ねることで、生徒の成
長につながる項目がたくさん見付かり、とても
有意義でした。

What?

What?

How? How?

Why?

Why?
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インプットも大切に

目的を明確に

適切な手法の活用

ゴールでなく｢きっかけ｣に

｢グランドデザインの作成｣など、目的を
明確にすることで参加者の意欲が高まり、
「やらされる」研修ではなく、自分たち
のための研修になります。

○考える素材となる情報のインプットも大切に
します。

○ワークショップの時間確保を優先するため、
短時間（10分程度）で行います。

○適切な手法（思考ツールなど）を使用し、研修
中の思考の拡散・収束を助けます。

○思考ツールなどを実際に体験することで｢授業
や部活動にも使えそうだ｣と参加者は感じます。

グランドデザイン作成後にできること
例１）グランドデザインを使って学校の
教育活動を点検する場を作るため、校
務運営委員会とは別に｢企画会議｣を
立ち上げる。
例２）学校のホームページや学校案内
に掲載し、広報活動に使用する。

グループ構成の工夫

ポイント①

ポイント③

ポイント④

ポイント⑤

ポイント⑦

校内研修を行うことで初めて見えてくる課題もあ
ります。校内研修をきっかけにより良い学校作り
を進めていきましょう。研修の成果物は付箋をの
り付けして保存したり、写真に撮ったりしておく
と後で見返すこともできます。

ワークショップ型校内研修を企画する際に留意したいポイントを七つ示します。各校の実態に応じな
がら、これらのポイントを踏まえて研修を企画することがより良い研修につながると考えます。

リーダーを固定しない

ニーズの把握

「ベテランが多く異動し、若手職員が増え
ている」「授業改善に課題を感じている」
など、教職員の状況を適切に把握すること
で、より実態に即した研修になります。

ポイント②

高女と県立太田では、次期学習
指導要領の理念や、その中での
グランドデザインの位置付けを確
認しました。

高女と県立太田では、教科や年
齢などができるだけ同じにならない
グループを編制することで、教科
横断的で世代を超えたコミュニ
ケーションの場となるようにしました。

ポイント⑥

グループワークでは、特定の人に依存することがな
いように、グループのリーダー役を指名します。

高女と県立太田では、グループで
最年少の人や、グループで２番
目に若い人をリーダー役としました。

ワークショップ終了後

ワークショップ事前準備

ワークショップ中

２



時間の目安

研修の概要説明

６０分～９０分

カリキュラム・マネジメントの意義や研修の内
容について、文部科学省の資料や他校での実践
例を交えて説明する。

＜必要なもの＞
付箋（青、緑、黄色、ピンク）
マジック（赤・青）
マトリクスシート、概念化シート

目 的

１

＊①～③は連続した内容ですが、①だけで実施することも可能です。

生徒の強みは青、学校の強みは緑、生徒の課題は
黄色、学校の課題はピンクと色分けする。

○学習面・生活面における生徒の「強み」と「課題」及び学校の学習指導・生活指導の
「強み」と「課題」を共有します。

○職員の異動などにより、指導の目線が合わせづらい、教科や学年のまとまりが強くて
｢学校全体で生徒を育てていく｣という発想になりづらい、といった多くの学校が共通
して抱える課題の解決に役立ちます。

１０分

強みと課題を書き出す

【個人作業】
生徒と学校の強みと課題をそれぞれ付箋に書き
出し、マトリクスシートの枠内に貼り付けてい
く。

２ １０分

強みと課題を共有する

【グループワーク】
(1)書いた内容を読み上げながら、マトリクス
シートの付箋を概念化シートに貼り直す。

(2)強みは赤、課題は青のマジックでグルーピ
ングし、タイトルを付ける。

３ ２０分

ワールドカフェ４ ２０分

振り返り５

｢発表者のみが移動する｣アレンジ版のワールド
カフェとする。２～３回繰り返すことにより、
意識の共有が進んでいく。

１５分

(1)発表者が元の班に戻り、班の中で振り返りを
行う。

(2)全体に対して１～２班が発表し、全体でも共
有する。

４～５人のグループワークを基本とします。

３



時間の目安

前回の研修の振り返り

９０分～１２０分

目
的

１

○生徒に育成する資質・能力と、資質・能力育成のための具体的取組を考えます。
○その教育活動を通して生徒が「何ができるようになるか」を考えることで、現在の取
組の意味付けができるとともに、見直すべき取組や新たな取組を考えられます。

１０分

資質・能力の検討

【個人作業】
(1)生徒に育成する資質・能力を個人で考え、
「資質・能力整理シート」に書き込む。
【グループワーク】
(2)グループで五つにまとめる。
(3)グループを変えて、再度五つにまとめる。
(4)三つの大グループで五つにまとめる。
(5)大グループの代表者が協議し、五つの資質・
能力をまとめる。（他の参加者は休憩）

２ ４０分

【グループワーク】
(1)ブレインライティング
○２でまとめた五つの資質・能力を育成する

ために「すでにしていること」をピンク、
「見直すべきこと」を青、「新たに取り組
むこと」を黄色の付箋に書き出し、「ブレ
インライティングシート」に貼る。

○１段につき３分～５分で、時間になったら
右隣の人にシートを回し、前の人とは異な
る意見を書く。
＊３～５回繰り返す。

具体的取組の検討３ ３５分

４～５人のグループワークを基本とし、２の(4)では10～12人の大グループになります。

＊学校案内や年間行事予定が手元に
あると、具体的取組を挙げやすい。

＊①～③は連続した内容ですが、②だけで実施することも可能です。

２段目以降は既に書いてある意見とは異なる意見
を書くようにするが、既に書いてある意見から連想し
て書いたり、既に書いてある意見をより具体化して
書いたりしてもよい。

次ページへ続く

４



＜必要なもの＞
付箋（ピンク、青、黄色）
マジック（赤・青）
資質・能力整理シート
ブレインライティングシート
フィッシュボーンシート

ワールドカフェ４ １５分

振り返り５ １０分

【グループワーク】
(2)フィッシュボーンシート
○ブレインライティングシートから「フィッ
シュボーンシート」に付箋を貼り直す。

○中骨に近いところにピンクの付「すでにし
ていること」）、その上に「見直すべきこ
と」と「新たに取り組むこと」を並べ、マ
ジックでグルーピングをしたり気付いたこ
とを書き込んだりする。

｢発表者のみが移動する｣アレンジ版のワールド
カフェとする。２～３回繰り返すことにより、
意識の共有が進んでいく。

(1)発表者が元の班に戻り、班の中で振り返りを
行う。

○校内研修の成果物である｢概念化シート｣と｢フィッシュボーンシート｣を基に、以下の
(1)～(3)に手順でグランドデザインの案を作成することができます。

グランドデザイン（案）の作成校内研修後

(2)全体に対し
て１～２班
が発表し、
全体でも共
有する。

(1)全体のレイアウトを考える。
「生徒に育成する資質・能力」と「資質・能力育成のための具体的取組」を中心に、
グランドデザイン全体のレイアウトを考える。

(2)「生徒に育成する資質・能力」を検討する。
校内研修でまとめたものをそのまま使うこともできるが、より分かりやすくするた
めに五つではなく三つに絞ったり、文言を変えたりしてもよい。

(3)グランドデザイン（案）に掲載する「具体的取組」を検討する。
校内研修でまとめたものをそのまま使うこともできるが、出てこなかった取組を付
け加えてもよい。

高女・県立太田では各班の成果物に共通点が多く、それらをまとめていくことでグランドデザインが形
になりました。

○実践例③－２（高女実践４回目）のように、全体のレイアウトだけ作成し、校内研
修で改めて｢生徒に育成する資質・能力｣や｢具体的取組｣を検討することもできます。

５



時間の目安

前回の研修の振り返り

９０分

＜必要なもの＞
付箋（緑色）、マジック（赤・青）
グランドデザイン拡大シート

目 的

１

○②の研修で考えた資質・能力と具体的取組を使って作成したグランドデザインの案を
基にグループで協議し、案の加除修正を行います。

○参加者が案を修正することにより、グランドデザインの作成ではなく、グランドデザ
インを活用したPDCAサイクルの構築が大切であることを実感できます。

１０分

グランドデザインの検討

【グループワーク】
(1)「グランドデザイン拡大シート」を見て、
生徒に育成する資質・能力を再検討し、気
付いたことをマジックで直接書き込んだり、
付箋に書いて貼り付けたりする。

２ ３５分

ポスターセッション３ １０分

全体協議４ ２０分

４～５人のグループワークを基本とします。

資質・能力の検討が終わり次第、具体的取組の
検討に移ることもできます。時間があれば、第２回
校内研修の成果物（フィッシュボーンシート）を見
直しながら検討すると前回の研修内容が生かせま
す。

(2)「グランドデザイン拡大シート」を見て、
資質・能力育成のための具体的取組を再検
討し、気付いたことをマジックで直接書き
込んだり、緑色の付箋に書いて貼り付けた
りする。

二つのグループでペアを作り、班で検討した
「グランドデザイン拡大シート」についてお
互いに３分以内で発表し合い、残りの時間で
質疑応答を行う。

(1)全体の前で一つのグループがグランドデザ
インについて検討したことを発表する。

(2)グランドデザインについて、挙手で自由に
意見を出し合う。出された意見はパソコン
に入力し、プロジェクタで投影し共有する。

＊①～③は連続した内容ですが、③だけで実施することも可能です。

６



時間の目安

前回の研修の振り返り

９０分

＜必要なもの＞
付箋
マジック
丸型のラベルシール
グランドデザイン拡大シート

目 的

１

○枠組のみ作成したグランドデザインの案を基にグループで協議し、グループごとにグ
ランドデザインを完成させます。

○参加者が案を修正することにより、グランドデザインの作成ではなく、グランドデザ
インを活用したPDCAサイクルの構築が大切であることを実感できます。

１０分

グランドデザインの検討

【グループワーク】
(1)「グランドデザイン拡大シート」（６ペー
ジ参照）を見ながら、実践例②で考えた生
徒に育成する五つの資質・能力について、
どの学年で重点的に育てるかを検討し、マ
ジックで直接シートに書き込むか、付箋に
書いて貼り付ける。

(2)各学年で重点的に育てる資質・能力育成の
ための具体的取組をグループで検討し、マ
ジックで直接シートに書き込むか、付箋に
書いて貼り付ける。

２ ２５分

キャッチフレーズ作り３ １０分

ポスターセッション４ ２５分

４～５人のグループワークを基本とします。

資質・能力と具体的取組の検討が終わり次第、
キャッチフレーズ作りに移ることもできます。

【グループワーク】
２で検討したグランドデザインを踏まえ、学
校のキャッチフレーズを考える。

(1)１グループ２分程度で、全てのグループが
全体に対して自分のグループで作った
キャッチフレーズとグランドデザインの内
容を発表する。

(2)発表後、最も良かったと思うグループのグ
ランドデザイン拡大シートに丸型のラベル
シールを貼る。

グランドデザインの案を提示し、どのような
意図で作成したかを説明します。

学校案内や年間行事予定があると具体的取組を
検討しやすくなります。

７



時間の目安 ６０分

＜必要なもの＞
付箋（ピンク、青、黄色）
マジック（赤・青）
グランドデザイン作成シート
ブレインライティングシート

目 的

１

＊①～③を１時間で一とおりできるようにしてあります。

○短時間でグランドデザインの大枠を作成します。
○より詳細なグランドデザイン検討のための土台作りを全教職員でできます。

２

３

具体的取組の検討４ ２０分

２０分

４～５人のグループワークを基本とします。

強みと課題を共有する

研修の概要説明

グランドデザインの意義や研修の内容について、
文部科学省の資料や他校での実践例を交えて説
明する。

１０分

５分

【個人作業】
生徒に育成する資質・能力を三つ付箋に書く
（2～3分）。
【グループワーク】
育成する資質・能力を共有し、「グランドデ
ザイン作成シート」に貼り付けながら三つに
グループ分けする（7～8分）。

【グループワーク】
生徒の強みと課題を挙げ、「グランドデザイン
作成シート」に青色のマジックで書き出してい
く。

資質・能力の検討 １０分

(1)ブレインライティング
○３でまとめた三つの資質・能力育成のため
の具体的取組を付箋に書き出し、「ブレイ
ンライティングシート」に貼り付けていく。

○１段につき３分で、時間になったら右隣の
人にシートを回し、前の人とは異なる意見
を書く。＊３回繰り返す。

ワールドカフェ５ １５分

｢発表者のみが移動する｣アレンジ版のワールド
カフェとします。２～３回繰り返すことにより、
意識の共有が進んでいきます。

＊実践例②と異なる点

実践例②の「ブレインライティングシート」で
は一つの資質・能力育成のために｢すでにし
ていること｣｢見直すべきこと｣ ｢新たに取り組
むこと｣を一枚のシートで検討した。

(2)「グランドデザイン作成シート」に付箋を
貼り直し、可能ならば赤色のマジックを
使ってグルーピングする。

８

【グループワーク】



実施要項やワークシートは自由に加工してお使いください。

実践例①～④や実施要項テンプレートには全て実際に行ったワークショップ型研修を基
に時間や手順を示していますが、学校の実態や研修の目的、ワークショップ型研修の経
験の有無により所要時間や手順は変わってくると考えます。研修の成果物であるグラン
ドデザインも、その目的や学校の特色によってレイアウトは様々となるでしょう。参考
までに県立太田・高女のグランドデザイン案をお示します。

県立太田高校のグランドデザイン（案） 高崎女子高校のグランドデザイン（案）

○｢学校の発信力強化｣につながるグランドデザ
インを目指して作成しました。

○ポスターとしての掲示や学校説明会等で活用
することを考え、小・中学生にも分かるような
キャッチフレーズを載せました。

○育成する五つの資質・能力について、どの学
年で重点的に育てるのか、またそのためにど
のような具体的取組をしているかが写真で
示されています。

○｢教職員の目線合わせ｣につながるグランドデザ
インを目指して作成しました。

○育成する三つの資質・能力を中心に置き、そ
の周りに資質・能力育成のための具体的取組
が列挙されています。

○学校で行われている様々な教育活動を網羅
的に載せ、現状の可視化につながるようにしま
した。

９


